
２０２３年度　入学試験問題

数　　学 　（６０分）

・解答はすべて解答用紙に記入しなさい。

・問題は 1 から 5 まであります。

・解答用紙は２枚あります。
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１ (6)　２次方程式  ax2 + bx  + 3 ＝ 0 の 2 つの解が x ＝ −3,     　であるとき，

  a ，b の値をそれぞれ求めよ。
　　　

(7)　a ＝ − 2 +    3 ， b ＝ − 2 −   3   のとき，a2 − 5ab  + b2   の値を求めよ。

(8)　nを自然数とする。  　　　　 が整数となるような最小の n を求めよ。 

(9) 関数 y ＝        について， x の変域が  4 ≦ x ≦ 8 のとき，y の変域は      ≦ y ≦ b である。

  a ，b の値をそれぞれ求めよ。 

(10)  1，2，3，4  の 4 つの数字から異なる 3 つを選び，それらを並べて 3けたの整数を

 つくるとき，3 の倍数は何個できるか。

　　　次の問いに答えよ。答えのみを記入せよ。

(1)　 0.125 −　　 ÷　　+ 2　を計算せよ。

(2)　　　　　　  −　　　　　　　を計算せよ。

(3)　       −  60  + 　　−
    3  

3 
 
 を計算せよ。

(4)　( 2x +  y + 3) ( 2x +  y − 5) + 7 を因数分解せよ。

(5)　２次方程式   3x + 4 
2
− 8  3x + 4   + 6＝ 0  を解け。  
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　　　図のように，関数  y ＝ ─
１

４ 
x 2  のグラフと

　　　関数 y ＝ ax  + b のグラフが 2 点Ａ， Ｂで

　　　交わっている。点Ａ，点Ｂの x 座標は

　　　それぞれ － 4 ，2 である。

　　　原点をＯとして次の問いに答えよ。

　　　式または考え方も記入せよ。

(1) a  ，b の値をそれぞれ求めよ。

(2) △ＡＯＢの面積を求めよ。

(3) 直線 y ＝ k が △ＡＯＢの面積を 2 等分するとき， k の値を求めよ。

２
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次の問いに答えよ。答えのみを記入せよ。

(1) 図のように，中心を点Ｏとする円の円周上に 5 点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅがある。

　　Ａ⌒Ｂ＝Ｂ⌒Ｃであるとき∠ x，∠ y の大きさをそれぞれ求めよ。

(2) 図の印を付けた 12 個の角の和を求めよ。

(3) 図のように，ＡＢ＝ 8 cm，∠Ｂ＝ 90°の直角二等辺三角形ＡＢＣを点Ｃを中心として

 点Ａが辺ＢＣの延長上にくるように回転移動したところ，点Ａは点Ｄに，点Ｂは点Ｅに

 移動した。辺ＡＢが通過した部分の面積を求めよ。

３
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　　  図のようなすべての辺の長さが 4 cm の正四角錐 Ｏ－ＡＢＣＤ がある。辺ＯＢの

　　　中点をＭ，辺ＣＤの中点をＮとするとき，次の問いに答えよ。式または考え方も

　　　記入せよ。

(1) 正四角錐 Ｏ－ＡＢＣＤ の表面積を求めよ。

(2) 正四角錐 Ｏ－ＡＢＣＤ の体積を求めよ。

(3) 2 点Ｍ，Ｎを結んだ線分の長さを求めよ。
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　　　 2 直線ℓ，m は点Ｏで垂直に交わっている。点Ｐは，点Ｏを出発し，直線ℓ上を

　　　右向きに毎秒 1 cm の速さで動く。点 Q は，点Ｐが出発してから 1 秒後に点Ｏを

　　　出発し，直線 m 上を上向きに毎秒 3 cm の速さで動く。点Ｒは，点Ｐが出発して

　　　から 2 秒後に点Ｏを出発し，直線ℓ上を左向きに毎秒 3 cm の速さで動く。

　　　このとき，次の問いに答えよ。式または考え方も記入せよ。

(1) 点Ｐが出発してから 5 秒後における

　　△ＰＱＲの周の長さを求めよ。

(2) 点Ｓは，点Ｐが出発してから 3 秒後に点Ｏを出発し，直線 m 上を下向きに毎秒 3 cm の

　　速さで動く。四角形ＰＱＲＳの面積が 216 ㎝２ になるのは，点Ｐが出発してから何秒後か。

(3) 点Ｔは，点Ｐが出発してから 4 秒後に点Ｏを出発し，直線 m 上を下向きに毎秒 a cm

　　の速さで動く。点Ｐが出発してから 8 秒後に 4 点Ｐ，Ｑ，Ｒ，Ｔが一つの円の周上に

　　あった。このときの a の値を求めよ。
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